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ＣＹＰ２Ｄ６遺伝子検査の技術開発に関するお知らせ 
～ 遺伝子情報に基づいたテーラーメイド医療の実践 ～ 

 

この度、当社子会社のメディビックは、シトクロムＰ450（ＣＹＰ）※1 の薬物代謝作用の

検査に関し、独自の検査手法を開発しましたので、ここにお知らせいたします。 

 

ＣＹＰの中でも非常に重要な酵素の一つにＣＹＰ２Ｄ６があります。ＣＹＰ２Ｄ６は、中

枢神経系や循環器系治療の多くの薬の代謝に関わっている一方、遺伝子そのものの欠損や機

能の欠損も数多く報告されており、遺伝子の構造が特殊で、また、非常に類似した遺伝子が

他に存在するなどから、正確な解析は容易ではないと考えられていました。 

メディビックは、このＣＹＰ２Ｄ６について独自にその問題点を調査・分析し、その構造

を独自で解析する手法を開発いたしました。 

「ＣＹＰ２Ｄ６遺伝子検査」は、遺伝子自体の欠損および機能欠損を調べるもので、それ

らの欠損のタイプを判定します。それらの欠損のタイプによっては、ＣＹＰ２Ｄ６が全く機

能しない場合があり、ＣＹＰ２Ｄ６のみでしか代謝されない薬は、体内でほとんど代謝され

ないため、薬の本来の役目が果たせないばかりか、場合によっては副作用のリスクが高くな

ります※2。そのため、「ＣＹＰ２Ｄ６遺伝子検査」の結果に応じた薬の選択は非常に重要と考

えられ、臨床現場での活用が大いに期待されるところです。 

この「ＣＹＰ２Ｄ６遺伝子検査」サービスの開発は、当社の経営理念である「個に適した

テーラーメイド医療」の実現に大きく寄与するものであり、今後、メディビックは、ＣＹＰ

２Ｄ６遺伝子検査技術を基に、医療機関とのアライアンスを強化してまいります。 

 

本技術開発の平成 24年 12月期の当社連結業績に与える影響につきましては、本年 2月に

公表予定の平成 24年 12月期の連結業績予想（平成 24年 1月 1日～平成 24年 12月 31日）

に含めます。 

 

※1 ＣＹＰは、肝臓で働く酵素の一種で、薬を代謝する酵素のうち極めて重要なものです。ＣＹ

Ｐは薬の代謝に関わっているものだけでも 20種類以上が報告されています。いずれのＣＹ

Ｐも外来の物質や生体内の物質の代謝に重要な役割を担っています。薬の代謝との関連にお

いては、ＣＹＰ１Ａ２、ＣＹＰ２Ｃ９、ＣＹＰ２Ｃ１９、ＣＹＰ２Ｄ６、ＣＹＰ３Ａ４など

が非常に重要といわれており、薬の大半は、これらのＣＹＰによって代謝されています。そ

れらＣＹＰの薬物代謝能力には個人差があり、その差が薬の効き方や副作用に影響を与えま

す。その個人差を遺伝子レベルで解析するのが、メディビックにて現在提供している「おく

すり体質検査」で、この検査によって、薬の効き方や副作用を予測できれば、安全で有効な

治療が可能となります。 

 

※2 学術的には多くの議論を残すものの、国内外の複数の研究グループより、ＣＹＰ２Ｄ６の欠

損と乳がんの治療効果の低下（タモキシフェンとの関連）が報告されています。 
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